
（別紙３）

～ ２０２５年　３月　６日

（対象者数） ３6人 （回答者数） ２５人

～ ２０２５年　１月　３１日

（対象者数） ６人 （回答者数） ６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

新規採用者の新鮮な視点を積極的に取り入れつつ、子どもた
ちの間で変化する傾向や流行に機敏に対応できる柔軟な体制
を構築する。これにより、組織全体の適応力と革新性を継続
的に強化していく。

2

本人支援における支援プログラムを放課後等デイサービスガ
イドラインに定められている４つの基本活動に分けて見える
化することで、より計画的に幅広い経験や深い学びの場が提
供できるようにしていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 歩行が不安定な利用者に対しては付き添いや補助を行う。

2

3

○事業所名 かけはし豊田

○保護者評価実施期間 ２０２５年　１月　２２日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　１月　２２日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２５年　３月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

玄関までのアプローチに凸凹がある。 賃貸物件のため中々修繕等は難しい。

遊びや活動の幅の広さ

事業所の広さを活かした運動遊びや外出活動を取り入れ、多様
な経験が積めるよう支援しています。また、遊びや活動を通じ
て職員や他児との関わりを増やし、異年齢の子どもたちと楽し
い体験や思い通りにならない経験を共有できるようサポートし
ています。

活動予定表が固定化しないように工夫している。

子どもたちの好奇心や関心を中心に据えた取り組みを通じて、
彼らの自主性や対話力を育んでいます。このアプローチによ
り、子どもたちは多様な体験を重ね、より深い学びを獲得する
ことができています。

事業所における自己評価総括表公表


